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【����】
　平成 21 年度は 233 件の相談が小郡市消費生活相談窓口に寄せられました。
　内訳を見ると昨年度同様に多重債務など借金に関するご相談件数が１位になりました。携帯電話やパソ
コン利用時に意図しないアダルトサイトや出会い系サイトに登録されてしまい、料金を請求されたなどのご
相談も多数寄せられています。
　年代別に見ると、20 歳代からの相談は昨年度よりも３割減少しました。一方６０歳以上の相談は前年に続
き最多で約３６％を占めています。高齢者被害はなかなか減らない現状があります。
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　物品購入の際の個別クレジットの審査基準が厳しくなり、悪質訪問販売などでクレジットを利用した多額の契約は減
少しています。一方で、高齢者をターゲットにした悪質訪問販売などでは現金払い契約による次々販売が増えています。
６０歳以下では相変わらず借金に関する相談が多くみられます。６月には改正貸金業規制法が完全施行され、
消費者金融やクレジットカードによるキャッシングに総量規制がかかります。既に借金を抱えている方が
返済のために借り入れをしようとしても融資されない場合があり、返済に行き詰まりヤミ金融に手を出す
きっかけになることも予想されます。早めのご相談をお勧めします。
�������

契約は慎重に、もう一度冷静になってよく考えてみましょう！
・あなたにとって本当に今すぐ必要な納得できる契約ですか？
・総支払額はいくらですか、無理なく払える金額ですか？
・他社の商品やサービスと比較検討してみましたか？
・うまい話やもうけ話を鵜呑みにしていませんか？
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